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平成２０年度「労働災害調査」結果について

平成２０年度の「労働災害調査」の結果がまとまりましたので以下にご紹介します。

アンケートの回答状況は、表―１のとおり、全体では 53.8％（前年度は 50.6％）で、

過半を上回りました。

なお、平成１９年度調査は諸般の事情により実施しておりません。

表―１ 回収率

区分 合計 北海道 東北 東京 新潟 東海 大阪 神姫 中国 九州

組合員数 173 4 7 64 4 32 26 7 8 21

回答社数 93 4 1 34 4 15 15 5 5 10

回収率％ 53.8 100.0 14.3 53.1 100.0 46.9 57.7 71.4 62.5 47.6

１．事故発生件数について

２０年度の厚板シヤリング業の事故発生状況を見ると、表―２にある通り、死亡事

故はゼロであったが、障害等級事故件数は 3 件で、１８年に比べる増加した。損失日数

は 2,019 日と、高い水準を示した。

一方、等級査定のない負傷者数は、表―３のとおり、「休業を伴う負傷者」は４９人、

「休業を伴わない負傷者」は１３５人と、１８年度に比べるとそれぞれ減少した。

また、１人当りの年間労働時間数は、平成１４年頃までは傾向的に減少してきたが、

１７年度は６８時間増、１８年度は 22 時間増、２０年度は１８年度に比べ１７１時間

と大幅に増加した。

表―２ 障害等級該当事故の発生件数

区分 死亡
１～３

級
４～６

級
７～９

級
10級 11級 12級 13級 14級 合計

損 失

日 数

Ｈ１７年度 0 0 0 0 1 0 1 0 0 2 1,906

Ｈ１８年度 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1,562

Ｈ２０年度 0 0 0 0 0 0 1 1 1 3 2,019



『平成 20 年度「労働災害調査」結果について』 http://www.tekkoo.net/zsk

全国厚板シヤリング工業組合 2

表―３ 度数率、強度率の推移

Ｈ１７年度 Ｈ１8年度 Ｈ２０年度

回 答 社 数 93 89 93

年平均労働者数 5,554 5,791 6,420

１人当り労働時間 2,181 2,203 2,374

死傷者数（等級） 0 0 0

負傷者数（休業） 49 54 49

負傷者数（不休） 143 152 135

労働損失日数 １,906 １,562 2,019

度 数 率 4．21 4．23 3．22

強 度 率 0．16 0．12 0．13

（注）①労働時間は超過勤務を含む延実労働時間。

②労働損失日数は死亡（７，５００日）、身体障害を伴う場合は、等級により

５０日（14級）～７５００日（１－３級）、

身体障害を伴わない場合は、休業日数×３００／３６５と設定。

③度数率＝(死傷者数÷延べ労働時間）×１００万時間

④強度率＝（労働損失日数÷延労働時間）×１千時間

２．度数率及び強度率について

表―４ 従業員規模別の度数率、強度率推移

従業員４９人未満 ５０～９９人 １００人以上

区分 度数率 強度率 度数率 強度率 度数率 強度率

平成１７年度 ７．９１ ０．１２ ３．２９ ０．１２ ２．７６ ０．２０

平成１８年度 ６．１０ ０．１０ ４．９３ ０．０９ ３．１２ ０．１５

平成２０年度 ９．４６ ０．１０ ２．８３ ０．０９ ０．９０ ０．１５

【参考】厚生労働省の平成１９年「労働災害動向調査」

度 数 率 強 度 率 備 考

製 造 業 ３．０７ ０．２４
事業所規模

３０～９９人

うち

金属製品製造業 ４．７３ ０．１１ 〃


